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我々はこれまでに C 型希土類構造を持つ Y2(1-x)Tb2xO3 混晶酸化物の光学特性について報告して

きた[1]。C 型希土類構造では二つの希土類サイトが存在するため、結晶場の影響などが複雑にな

る。そこで構造がより簡単な蛍石構造を持つ CaF2に Tbをドープした系の光学測定を行った。CaF2

は化学的に安定で真空紫外から赤外領域までの優れた透過性を持ち光学的に優れた材料である。

そのため、広い波長領域で光学素子として用いられている。また Eu をドープした CaF2結晶はシ

ンチレータ材料として研究されている[2]。 

測定用試料はブリッジマン法によって作製された単結晶を使用した。図 1 に Tb(1%):CaF2の蛍

光・励起・吸収スペクトルを示す。蛍光スペクトルの励起波長は 352nm、励起スペクトルの蛍光

波長は 542nmである。蛍光スペクトルは Tb3+
の

5D4からのシャープな 4本のピークが見られ、1:5D4

→

7F6, 2:5D4→
7F5, 3:5D4→

7F4, 4:5D4→
7F3, と帰属できた。励起スペクトルのピークはディッケのダイ

アグラムより、図に記すように同定できた[3]。なお 267nm、329nmのピークの帰属は不明である。

吸収スペクトルを見ると、全ての励起ピークに対応する位置に吸収が確認できる。図 2 は赤外域

までの透過スペクトルである。吸収端は 235nm に在り 4f-5d 遷移と考えられる。1820nmに

7F6→
7F2(a), 1933nmに 7F6→

7F3(b)2239nmに 7F6→
7F4、()、遷移の光吸収が見られた。しかし

7F6→
7F1

遷移は確認できなかった。講演では、高 Tb濃度依存性ついても議論する予定である。 

 
 
図 1 .  Tb(1%):CaF2 蛍光・励起・吸収スペクトル    図 2. Tb(1%):CaF2 透過スペクトル 
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